













































1995 年、日本から 5000 人もの女性たちが参加した「第 4 回世界女性会
議 NGO フォーラム」。青森県からは、県の海外派遣生が 10 名、青森市から























































青森市は 1995 年 3 月に「あおもり女性プラン 21」を策定して以来、1996
年 7 月から公募の編集スタッフによる「女性情報誌アンジュール」を発行






もり」が開催できたといえる。2000 年に実行委員会が設立。2002 年 10 月に









































1 期生は 20 人募集のところに「待ってました」とばかりに意欲的な女性
たち 35 人の応募があり、29 人が卒論を書き上げ卒業生となった。私もその
1 人である。卒論を仕上げた自信が「絶対何かをやってやろう」というエネ


























とつである。2 年間コースで、1 年目は基礎的学習期間として月 1 回の全体
研修とテーマ別のグループ活動や視察・交流研修を実施。2 年目はテーマ別
のグループ活動を中心とし、自主的な研究をし、卒塾式には卒塾発表会を実
施した。2003 年までの 5 年間で、4 期 111 人が卒塾した。
弘前きらめき女性塾の特徴は、塾長でもある弘前大学教育学部助教授（現
在は教授）日景弥生氏をはじめとする、アドバイザーを 4 名。ひろさき創生
塾 1 期生から 2 名、男女共同参画受託研究グループ員 2 名をサポーターとし
て配置したことにある。また、受講料無料は行政主催事業の場合あたり前で
あるが、活動費の補助（自ら企画する分科会またはグループの活動に要する経
費について、補助金を活用することができる）が、塾生 1 人あたり、1 年目は 5










あおもり女性大学の 1 期生が卒業した 2001 年に八戸市において「はちの
へ女性まちづくり塾（以下、まちづくり塾）」が開校した。2001 年から 2007
年までの 6 年間で 129 人が受講、91 人が修了した。2003 年度までは市担当








































森市にオープンした。公設公営 5 年の後、2006 年から行財政改革の一環と
してアピオあおもりにも指定管理者制度が導入され、民間企業の共同体であ









































































































































































6） 林　則子 2000「ときめいて輝いて～未来を拓く希望の海へ～」『第 5 回青森
県女性の船報告書』58、青森県
7） NHK　2012 年 9 月 17 日放送「TEAM　美容家電の女たち」『プロフェッショ
ナル仕事の流儀』
 （おさない・せきこ　青森県男女共同参画センター副館長）
